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AXIS M5013/M5014
 クイックガイ ドの補足資料

本補足資料では、 IP アドレスを AXIS M5013/M5014 PTZ ドームネッ ト ワークカメ ラに割
り当てるための説明をします。 当製品のインス トールと使用に関するその他のすべて
の事項については、 カ メ ラに同梱されている CD、 または www.axis.com から入手できる
ク イ ッ クガイ ド、 およびユーザーマニュアルを参照してください。

IP アドレスの設定
現在、 ほとんどのネッ ト ワークでは、 DHCP サーバーを使用して自動的に接続デバイス
に IP アドレスを割り当てています。 ネッ ト ワークに DHCP サーバーが導入されていな
い場合、 ネッ ト ワークカメ ラは、 192.168.0.90 をデフォルトの IP アドレス と して使用し
ます。

固定 IP アドレスを設定したい場合、 Windows をご使用の場合は AXIS IP Utility または
AXIS Camera Management のいずれかの使用をお勧めしています。 インス トールするカ
メ ラの台数に応じて、 目的に最も合った手段をお選びください。

これらはいずれも無償のアプリケーシ ョ ンで、 製品に付属する AXIS ネッ ト ワークビデ
オ製品 CD に収録されています。 また、 Axis のホームページ www.axiscom.co.jp からダウ
ンロード してご利用いただけます。

注意 :
• IP アド レスの設定が行えない場合は、 ファ イアウォールによって設定が妨げられていな
いかど うか確認して ください。

• 他の OS を使用する場合など、 その他の IP アドレスの設定および検出方法については、 9
ページを参照して ください。

使用できる手段 推奨される製品設置環境 オペレーティングシステム

AXIS IP Utility 
参照ページ 4 ページ

1 台のカ メ ラ

小規模インス トール

Windows

AXIS Camera Management
参照ページ 5 ページ

複数台のカ メ ラ

大規模インス トール

異なるサブネッ トでのインス

トール

Windows 2000
Windows XP Pro
Windows 2003 Server
Windows Vista
Windows 7



ページ 4 AXIS M5013/M5014 ク イ ッ クガイ ドの補足
AXIS IP Utility を利用する (1 台のカメラ / 小規模インストール向き )
AXIS IP Utility は、 ネッ ト ワーク上の Axis デバイスを自動的に検出して表示します。 ま
た、 このアプ リケーシ ョ ンでは手動で固定 IP アドレスを設定するこ とができます。

ネッ ト ワークカメ ラは、 AXIS IP Utility が動作しているコンピューターと同じネッ ト ワー
クセグメン ト  ( 物理サブネッ ト ) に接続されているこ とが必要です。

自動検出機能
1. カメ ラがネッ ト ワークに接続され、 電源が入っているこ とを確認します。

2. AXIS IP Utility を起動します。

3. カメ ラがウ ィンド ウに表示されたら、 それをダブルク リ ッ クしてホームページを開
きます。

4. パスワードの設定方法については、 7 ページを参照して ください。

IP アドレスを手動で設定する ( オプシ ョ ン )
1. コンピューターと同じネッ ト ワークセグメン ト上で、 未使用の IP アドレスを入手

します。

2. リ ス ト内のネッ ト ワークカメ ラを選択します。

3. [Assign new IP address to the selected device ( 選択したデバイスに新しい IP アドレス

を設定 )] ボタン  をク リ ッ ク して、 IP アドレスを入力します。

4. [Assign (IP を設定 )] をク リ ッ ク し、 画面の指示にしたがいます。 新しい IP アドレス

を設定するには、 2 分以内にカメ ラを再起動する必要があ り ます。

5. [Home Page ( ホームページ )] をク リ ッ ク して、 本カメ ラの Web ページにアクセスし

ます。

6. パスワードの設定方法については、 7 ページを参照して ください。
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AXIS Camera Management ( 複数台のカメラ / 大規模インスト

ール向き )
AXIS Camera Management は複数の Axis デバイスを自動的に検出し、 接続ステータスの
表示、 ファームウェアのアップグレード、 IP アドレスの設定などを行う こ とができる
ソフ ト ウェアです。

自動検出機能
1. カメ ラがネッ ト ワークに接続され、 電源が入っているこ とを確認します。

2. AXIS Camera Management を起動します。 ウ ィンドウにネッ ト ワークカメ ラが表示され

たら、 リ ンクを右ク リ ッ ク して、 [Live View Home Page ( ライブビューホームページ )] 
を選択します。

3. パスワードの設定方法については、 7 ページを参照して ください。

1 台のデバイスに IP アドレスを設定する

1. AXIS Camera Management でネッ ト ワークカメ ラを選択し、

[Assign IP (IP を設定 )] ボタン をク リ ッ ク します。

2. [Assign the following IP address ( 次の IP アドレスを設定 )] 
を選択し、 デバイスが使用する IP アドレス、 サブネッ

トマスク、 デフォルトルーターの値を入力します。

3. [OK] をク リ ッ ク します。
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複数のデバイスの IP アドレスを設定する

AXIS Camera Management を利用する と、 特定の IP アドレス
の範囲が提案されるこ とによ り、 複数のデバイスにまとめ
て IP アドレスを割り当てるこ とができ、 設定作業を迅速化
するこ とができます。

1. 設定したいデバイスを選択し ( 異なるモデルも選択可能 )、

[Assign IP (IP を設定 )] ボタン をク リ ックします。

2. [Assign the following IP address range ( 次の IP アドレス範

囲を設定 )] を選択し、 デバイスが使用する IP アドレス

の範囲、 サブネッ ト マスク、 デフォルトルーターの値を入力します。

3. [Update ( 更新 )] をク リ ッ ク します。 提案される IP アドレスが [New IP Addresses
 ( 新しい IP アドレス )] の下に一覧表示されます。 この一覧を編集するには、 デ

バイスを選択して [Edit ( 編集 )] をク リ ッ ク します。

4. [OK] をク リ ッ ク します。
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パスワードの設定
製品にアクセスするには、 デフォルトの管理者ユーザー root 用のパスワードを設定する
必要があります。 この設定は、 ネッ ト ワークカメ ラに初めてアクセスしたときに表示さ
れる、 [Configure Root Password ( ルート  パスワードの設定 )] ダイアログで行います。

root パスワード設定時にネッ ト ワーク上で盗聴されるのを防ぐために、 パスワードの
設定は暗号化された HTTPS 接続を使用して行う こ とができますが、 この場合には HTTPS
証明書が必要です。

注意 : HTTPS (Hypertext Transfer Protocol over SSL) は Web ブラウザーとサーバー間の ト ラ

フ ィ ッ クを暗号化するためのプロ ト コルです。 HTTPS 証明書は暗号化された情報

の受け渡しをコン ト ロールします。

標準 HTTP 接続でパスワードを設定するには、 以下の最初のダイアログに直接入力して
ください。

HTTPS 暗号化接続を使用してパスワードを設定するには、 次の手順にしたがってください。

1. [Create self-signed certificate ( 自己署名証明書の作成 )] ボタンをク リ ッ ク します。

2. 必要な情報を入力して [OK] をク リ ッ ク します。 証明書が作成され、 これでセキュ

リティで保護された状態でパスワードを設定できます。 この時点から、 ネッ ト ワー
クカメ ラ との間で送受信されるすべてのデータ ト ラフ ィ ッ クが暗号化されます。

3. パスワードを入力し、 スペルミ スがないかを確認するために再入力します。 [OK] を
ク リ ッ ク します。 これでパスワードの設定が完了しました。

4. ログインするには、 要求にしたがってダイアログにユーザー名 “root” を入力します。

注意 : デフォルトの管理者ユーザー名である root は削除できません。

5. 上記の手順で設定したパスワードを入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

注意 : パスワードを忘れてしまった場合、 工場出荷時のデフォルトの設定にカメ ラ

を リセッ トする必要があ り ます。10 ページを参照してください。

暗号化されていない接続を経由し
て直接パスワードを設定するには、
こ こでパスワードを入力します。

このボタンをク リ ッ ク して
HTTPS 接続を作成します。
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ビデオスト リームにアクセスする
ネッ ト ワークカメ ラの [Live View ( ライブ ビュー )] ページが表示されます。 こ こには
Setup ( 設定 ) ツールへのリ ンクがあ り、 このリ ンクを使用してカメ ラをカスタマイズ
できます。

必要な場合、 [Yes ( はい )] をク リ ッ ク して AMC (AXIS Media Control) をインス トールする
と、 Internet Explorer でビデオス ト リームを表示できます。 インス トールするには、 コ
ンピューターの管理者権限が必要です。

必要に応じて リ ンクをク リ ッ ク し、 足りないデコーダーをインス トールしてください。

注意 :
Windows Vista 環境に AMC をインス トールするには、 管理者権限で Internet 
Explorer を実行する必要があ り ます。 [Internet Explorer] アイコンを右ク リ ッ ク し、

[Run as administrator ( 管理者と して実行 )] を選択します。

Setup ( 設定 ) - お客様の要件にした

がってカメ ラを設定するために必要な

すべてのツールを提供します。

Help ( ヘルプ ) - カメ ラ

の使用に関する総合的

なオンラインヘルプが

表示されます。



AXIS M5013/M5014 ク イ ッ クガイ ドの補足資料 9 ページ

日
本
語

IP アドレスのその他の設定方法
次の表では、 その他の IP アドレスの設定または検出方法を説明しています。 すべての
方法はデフォルトで有効になっていますが、 無効にするこ と もできます。

AXIS Video Hosting System (AVHS)
カメ ラを AVHS サービスに接続してビデオをホスティングするこ と もできます。 AVHS
サービスに加入している場合は、 サービスプロバイダーのインス トールガイ ドの指示
にしたがってください。 最寄りの AVHS サービスプロバイダーの詳細や検索方法につい
ては、 www.axis.com/hosting を参照してください。

Camera owner authentication key ( カメ ラ所有者認証キー ) が本製品に添付されています。
このキーは、 ラベルの上部に記載されているカメ ラに一意のシ リアル番号 (S/N) と関連
付けられています。

注意 :

このキーは、 今後参照するために保管しておいてください。

対応オペレーティ

ングシステム

説明

UPnP™ Windows コンピューターで有効になっている場合は、 カ メ ラが自

動的に検出され、 [My Network Places ( マイ  ネッ ト ワー )] 
に追加されます。

Bonjour MAC OS X
(10.4 以降 )

Bonjour に対応したブラウザーで使用できます。 ブラウ

ザー (Safari など ) の Bonjour ブッ クマークに移動し、 リ ン

クをク リ ッ ク してカメ ラの Web ページにアクセスします。

AXIS Dynamic DNS 
Service

すべて Axis が無償で提供するサービスで、 カ メ ラをすばやく簡

単にインス トールできます。 サービスの利用には、 HTTP
プロキシーを使用しないインターネッ ト接続が必要で

す。 詳細については、 www.axiscam.net を参照して くださ

い。

ARP/Ping すべて 以下を参照して ください。 コマンドの実行は、 カメ ラに

電源を接続してから 2 分以内に行う必要があ り ます。

DHCP サーバー すべて DHCP サーバーの管理者ページを表示する方法について

は、 サーバーのマニュアルを参照して ください。



ページ 10 AXIS M5013/M5014 ク イ ッ クガイ ドの補足
ARP/Ping を使用して IP アドレスを設定する

1. コンピューターが接続されているネッ ト ワークセグメン ト上で IP アドレスを入手

します。

2. カメ ラの製品ラベルに表示されているシ リアル番号 (S/N) を見つけます。

3. コンピューターでコマンドプロンプ ト を開き、 次のコマンドを入力します。

4. ネッ ト ワークケーブルがカメ ラに接続されているこ とを確認します。 次に、 電源を
入れ直してカメ ラを起動 / 再起動します。

5. 画面上に 'Reply from 192.168.0.125:...’ などの応答メ ッセージが表示されたら、 コマ

ンドプロンプ ト を閉じます。

6. ブラウザーのロケーシ ョ ン / アドレスフ ィールドに 「http://<IP アドレス >」 と入力

し、 キーボードの Enter キーを押します。

注意 :
• Windows でコマンドプロンプ ト を開くには、 [Start ( スタート )] メニューから  [Run ... ( ファ
イル名を指定して実行 ...)] を選択し、 「cmd」 と入力します。 [OK] をク リ ッ クします。

• Windows 7 または Windows Vista で ARP コマン ドを使用するには、 コマン ドプロンプ トの
アイコンを右ク リ ッ ク し、 [Run as administrator ( 管理者と して実行 )] を選択します。

• Mac OS X で ARP コマンドを使用するには、 Application > Utilities の Terminal utility を使用

します。

工場出荷時のデフォルトの状態にリセッ トする
この手順では、 IP アドレスを含むすべてのパラ メータが工場出荷時のデフォルトの設
定にリセッ ト されます。

1. ネッ ト ワークカメ ラの電源を切ってください。

2. コン ト ロール ボタンを押しながらネッ ト ワークカメ ラの電源を入れます。

3. ステータス  インジケーターがオレンジ色で点灯するまでコン ト ロールボタンを押

し続けます ( 約 15 秒程かかり ます )。

4. コン ト ロール ボタンを離します。 ステータス  インジケーターが緑色で点灯します 
(1 分程かかる場合があ り ます )。 ネッ ト ワークカメ ラは、 工場出荷時のデフォルト

設定にリセッ ト されました。

5. IP アドレスを設定し直すには、 本書で説明する方法で行ってください。

パラ メータを工場出荷時のデフォルトの設定にリセッ トするには、 Web インター
フェースを使用するこ と もできます。 詳細については、 オンラインヘルプまたはユー
ザーズマニュアルを参照してください。

Windowsの構文： Windows の例 ：

arp -s <IP アドレス > < シ リ アル番号 >
ping -l 408 -t <IP アドレス >

arp -s 192.168.0.125 00-40-8c-18-10-00
ping -l 408 -t 192.168.0.125

UNIX/Linux/Mac の構文： UNIX/Linux/Mac の例 ：

arp -s <IP アドレス > < シ リ アル番号 > temp
ping -l 408 <IP アドレス >

arp -s 192.168.0.125 00:40:8c:18:10:00 temp
ping -l 408 192.168.0.125
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インターネッ ト を経由してカ メラにアクセスする
インス トールが完了する と、 お使いのローカルネッ ト ワーク  (LAN) でネッ ト ワークカメ
ラにアクセスできるよ うになり ます。 インターネッ ト を経由してカメ ラにアクセスす
る場合は、 受信ト ラフ ィ ッ クを受け入れるよ うネッ ト ワークルーターを設定する必要
があ り ます ( 通常は特定のポートで行います )。

• 閲覧と設定を行う場合は、 HTTP ポート  ( デフォルト ポート ： 80)

• H.264 ビデオス ト リームを閲覧する場合は、 RTSP ポート  ( デフォルト ポート ：
554)

詳細については、 お使いのルーターのマニュアルを参照してください。 この他のト
ピッ クについての詳細は、 Axis のサポートサイ ト  (www.axis.com/techsup) を参照して く
ださい。

関連情報
ユーザーズマニュアルは、 Axis の Web サイ ト （www.axiscom.co.jp） または本製品付属の
AXIS ネッ ト ワークビデオ製品 CD からご覧いただけます。

ヒン ト ：
www.axis.com/techsup にアクセスして、 ネッ ト ワークカメ ラのファームウェア
の更新がリ リースされていないかど うか確認してください。 現在インス トー
ルされているファームウェアのバージ ョ ンを確認するには、 [Setup ( 設定 )]  
> [About ( バージ ョ ン情報 )] をク リ ッ ク します。
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